
公正・自由・自治の精神で
自立的に探究を続ける
東京都市大学の卒業生
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教わるだけの立場から、学びを主導する存在へ
教員と共に教育を改善する学生ＦＤ委員会

学生に
聞く！

　
本
学
の
教
育
改
革
は
学
長
の
陣
頭
指

揮
の
下
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
３

０
の
教
育
部
門
を
担
う
た
め
に
設
置
さ

れ
た
教
育
開
発
機
構
が
企
画
立
案
し
、

進
め
て
い
ま
す
。
私
は
機
構
の
教
育
開

発
室
室
長
と
し
て
、
ま
た
電
気
専
門
の

一
教
員
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
意

識
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
変
化
に
対
応
す

べ
く
、
選
択
と
集
中
や
業
態
や
業
務
の

見
直
し
を
す
る
時
代
に
、
専
門
だ
け
を

突
き
詰
め
た
「
電
気
オ
タ
ク
」
を
育
て

続
け
て
い
い
の
か
？
　
あ
る
い
は
企
業

の
、「
ま
じ
め
。
任
せ
て
安
心
」
と
い

う
本
学
出
身
者
の
評
価
。
育
て
た
か
っ

た
の
は
そ
う
い
う
、
過
去
の
働
き
方
を

再
生
産
す
る
よ
う
な
人
材
だ
っ
た
か
。

　
さ
ら
に
２
０
１
８
年
度
の
学
生
調
査

で
は
、「
専
門
授
業
が
充
実
し
て
い
る
」

と
の
声
の
一
方
、「
体
験
型
授
業
が
少
な

い
」「
他
学
部
・
学
科
の
授
業
を
履
修

し
に
く
い
」「
社
会
で
役
立
つ
力
は
身

に
付
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ

て
い
る
学
生
が
多
数
に
上
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
改
革
の
柱
と
な
る
科
目
と
し

て
「 

    ＊
　Ｓ
Ｄ 

Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
を
開
発
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
一
部
の
学
科
で

実
践
し
、手
応
え
が
あ
っ
た
科
目
で
す
。

１
〜
３
年
次
に
取
り
組
み
、
卒
業
研
究

に
ま
で
つ
な
ぐ
全
学
必
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、こ
の
４
月
よ
り
開
講
し
ま
す
。

社
会
問
題
を
自
分
事
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
心
に
学
び
の
灯
を
と
も
し
、
卒
業

後
も
学
び
続
け
る
、
変
革
に
挑
む
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
１
、
２
年
次
は
学
科
ご
と
に
、
３
年

次
は
学
部
・
学
科
混
成
の
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
例
え
ば
「
電
気
×
児
童
福
祉
」

な
ど
、
学
生
は
各
専
門
性
を
掛
け
合
わ

せ
自
ら
立
て
た
問
い
の
解
決
に
挑
み
ま

す
。
こ
れ
ま
で
修
め
た
知
識
・
ス
キ
ル
・

態
度
を
、
他
分
野
の
知
見
と
融
合
さ
せ

て
現
実
の
問
題
解
決
に
応
用
す
る
。
演

習
で
終
わ
ら
な
い
、
各
学
び
を
回
収
す

る
統
合
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
す
。「
社
会
で

役
立
つ
力
が
付
か
な
い
」
と
い
う
学
生

の
声
へ
の
、私
た
ち
な
り
の
答
え
で
す
。

　
学
生
を
変
え
る
前
に
す
べ
き
は
、
教

員
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
私
た

ち
は
、
学
生
主
体
の
学
び
を
経
験
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
既
存
科
目
の
書
き

換
え
で
終
わ
ら
ぬ
よ
う
、
各
学
科
２
名

を
招
集
し
た
「
Ｓ
Ｄ 

Ｐ
Ｂ
Ｌ
デ
ザ
イ

ン
研
究
会
」
を
毎
月
開
催
し
、
こ
の
新

し
い
教
育
法
を
学
び
ま
し
た
。
潮
目
が

変
わ
っ
た
の
は
、
腹
を
割
っ
て
議
論
し

た
合
宿
で
す
。
理
念
が
共
有
さ
れ
、「
皆

で
同
じ
船
を
こ
ぐ
」
意
識
が
醸
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
り
、
全
学
科
で
導
入
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
学
生
か

ら
対
面
で
授
業
へ
の
意
見
を
述
べ
て
も

ら
う
「
教
職
員
と
学
生
と
の
協
働
Ｆ
Ｄ

懇
談
会
」
や
、
授
業
公
開
週
間
の
利
用

促
進
な
ど
、
教
員
が
自
身
の
授
業
を
省

察
す
る
機
会
を
増
や
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
革
の
構
想
を
企
業
人
に
話

し
た
際
、「
変
革
を
求
め
る
人
材
ば
か

り
で
は
、
仕
事
が
回
ら
な
い
」
と
い
う

意
見
も
頂
戴
し
ま
し
た
。
む
ろ
ん
専
門

性
は
大
切
で
す
。
専
門
を
ベ
ー
ス
に
し

な
が
ら
も
、
本
学
は
一
人
ひ
と
り
が
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
社
会
を

め
ざ
し
た
い
。
既
存
の
価
値
観
を
乗
り

越
え
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
大
学
が
送
り

出
さ
な
け
れ
ば
、
日
本
の
産
業
は
成
長

力
に
欠
け
た
現
状
の
ま
ま
で
す
。
大
学

の
教
職
員
が
変
わ
れ
ば
学
生
も
変
わ

る
。
変
化
し
た
学
生
を
送
り
出
せ
ば
、

企
業
や
社
会
も
変
わ
る
―
―
私
は
そ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。

学生と共につくる全学統合型ＰＢＬ
心に学びの灯をともし続けるイノベーター育成へ

東京都市大学
学部学科ごと、科目ごとにバラバラに学んだことを統合させるＰＢＬを１～３年次まで、
全学で開講。既存の価値観にとらわれない「社会を変革していくリーダー」を育てる。

いわおとおる●2000年中央大学大学院博士課程後期
修了。2002年放送大学卒業。武蔵工業大学講師を経て、
2009年東京都市大学准教授。2017年同教授。2019年
から現職および教育開発機構教育開発室室長。専門は電
力エネルギー。
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CASE STUDY

波
風
を
立
て
な
い
人
材
を

送
り
出
し
続
け
て
い
い
の
か

「
脱
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」

ま
ず
教
員
か
ら
変
わ
る

ＳＤ ＰＢＬのカリキュラム

SD PBL（3）

SD PBL（2）

SD PBL（1）

SD PBL（3）

SD PBL（2）

SD PBL（1）

教養系学修 専門学修

↑

↑

問題意識

３年次

２年次

卒業研究

都市研究の東京都市大学型
持続可能な社会の発展を志向する
SD PBL（2）（3）・卒業研究

東京都市大学型
初年次教育
心に学びの灯を
点けるプログラム

SD PBLと事例研究、
他の授業の学びを統合する

多様なステークホルダーと協働し
自分の専門分野を俯瞰して捉える
＜第４Ｑで全学部混合で開講＞

専門外からの視点を学び、今までの学び
（専門科目や実験や演習）を俯瞰、体系化する。
＋専門外のリサーチメソッド、考え方を学ぶ。

社会的文脈の中で
学科の学びの立ち位置を理解する

学科の特色と専門性や、
大学の学びと社会との関わりを理解する。
＋専門のリサーチメソッドを学ぶ。

心に学びの灯を点ける
持続可能な社会構築に参画する第一歩

自校教育、SDGsの理解、
入学を意味あるものにする、
協働の理解＋汎用的リサーチメソッドを学ぶ。

SD PBL（1）による
スタートアップクラス

自分にとって
①価値があること
②できること
を見出す　主体性

卒業研究３～４年次

１泊２日の
フレッシャーズキャンプ

入学前の
ワークショップ

事例研究

特集  Society 5.0時代のキャリアと教育

教育開発室室長
理工学部電気電子通信工学科
主任教授

＊Project organized Problem Based Learning for Sustainable Development

学生数／約7500人　
学部／工、知識、環境、メディア情報、都市生活、人間科学（2020年３月時点）
大学院／総合理工学、環境情報学
▶THE世界大学ランキング日本版2019／総合121-130位、同インパクトランキング2019SDGs目標８ 成長雇用101-200位、
同Awards Asia2019国際戦略部門最終選考候補

　「教員が学生に教育を与える」から、「教員と学生が共に学ぶ
場をつくりあげる」という関係性へとシフトすることを狙いとして、
東京都市大学は2018年度から学生との協働によるＦＤを始め
ている。2019年９月に行われた「教職員と学生との協働ＦＤ懇
談会」には、学生ＦＤ委員57人が参加し、「３つのポリシーは学
生にとって重要性が低い」「現在の学びと将来のつながりが見
えるようにしてほしい」といった意見を教職員に投げかけた。
　学生ＦＤ委員の根本雄介さんは、「学生同士の関わり合い
が、教育の質を高めるのでは」とＳＤ ＰＢＬに期待を寄せている。
海外の学会で何度も発表してきた経験から、自身の考えを積極
的に提示し、視点を異にする他者の意見によって洗練させてい
くことの大切さを学んだという。「自分１人で勉強していると知識
が閉じてしまいます。日頃学んでいる専門知識を、他分野を学ぶ

学生に話し、共有する。互いの知識を掛け算し、社会の問題に
取り組むことによって、新しい発見を得る。そういったトレーニン
グの場が増えることによって、専門分野の外に視野を広げる姿
勢が身に付くと思います」。

学生ＦＤ委員
総合理工学研究科 修士２年
根本 雄介さん

SDGsでボーダーを超える概念を学び、
自分の可能性を拓き社会変革の意欲を芽生えさせる。狙い

１年次

「１人よりチームの方がよいアイデアが生まれた」「社会
の中で自分の専門の重要性がわかった」「社会に出るの
がワクワク」（SD PBLを先行して受けた学生の声）

科目 狙い


